
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 

〇毎時間、学習の初めにリズム遊び
をすることで、楽しくリズムをとる姿が
見られた。
◎グループの友達と協力して動きを
考え、体を動かしながら音楽を楽しむ
ことができた。
〇９割の児童が正確に演奏できるよ
うになった。まだうまく指を動かしたり
息を吹き入れることができない児童も
いるため、引き続き指導が必要。
◎歌う姿勢が身に付いてきた。しか
し、ふらふら動いてしまうこともあるた
め、引き続き声かけが必要。
〇自信をもって元気に歌う姿が見ら
れた。

○リズム遊びや手遊び歌、リクエストタイムなどを取り入れ
ることで楽しんで学習に取り組んでいる。
○曲調に合わせて、体を動かしたり、のびのびと歌唱に取
り組んだりしている。一方で恥ずかしがってしまったり、曲調
に合った歌声を考えることが難しい児童も見られる。
○鍵盤ハーモニカの使い方を理解し、鍵盤を上手に押さえ
て出すべき音を出すことができている。一方で指使いやタン
ギングを正しく行うことが難しい児童も見られる。
○曲に合わせて拍打ちをする活動は意欲的に参加する児
童が多い。２学期は、簡単な打楽器なども使用し、楽器に
触れる機会も増やしていく。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇毎時間、歌唱・リズム遊び・鍵盤ハーモニカなど決まった学習内容で見
通しをもった学習活動を行う。
②学ぶ内容
◎身体全体で曲のリズムを感じることができるように、自分たちで動きの工
夫を考えて友達といっしょに楽しく取り組める活動を設定する。
○様々な楽器に触る経験を確保し、正しい使い方で楽しく楽器遊びができ
るようにする。
○鍵盤ハーモニカの歌口のくわえ方・タンギング・運指について、曲の練習
を通して、個別指導を十分に取り入れて繰り返し練習する。
③学びの方法
◎腹式呼吸を意識して良い発声ができるように、姿勢や口の形に気を付け
て歌うことを意識付ける。
○歌唱では、様々な歌に挑戦させ、大きく口を開けてのびのびと歌う力を
確実に身に付けられるようにする。

第２学年

〇鍵盤ハーモニカの学習では、指の
運びを練習する時間をできるかぎり
確保した。指くぐりや指またぎ、指ひ
ろげ、指せばめが正しくできる児童が
増えた。
〇リズム遊びでは、自分でリズムを
作ったり楽器を使ったりして、楽しん
で活動できていた。
〇様々な歌を歌う経験を積むことで、
適度な声の大きさや姿勢で気持ちよ
く歌う力が高まった。

〇十分に鍵盤を演奏する時間を設け、練習に取り組んでい
る。楽譜を見て間違えずに弾ける児童が多いが、指使いや
タンギングを正しく行うことが難しい児童もいる。
〇鑑賞は、曲の雰囲気を感じ取り、感想を書いたり動きで
表したりしているが、豊かに表現できる児童が少ない。
○授業の中で手拍子や打楽器を使ってリズム遊びを取り入
れることで楽しんで学習に取り組むことができている。
〇曲調に合わせて、体を動かしたり、のびのびと歌唱に取
り組んだりすることができる。一方で恥ずかしがってしまっ
たり、曲調と合わせた歌声を考えることが難しい児童も見ら
れる。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎十分に鍵盤の練習時間をとったり、めあてを示したりして、正しく演奏で
きるようにしていく。
②学ぶ内容
○鑑賞では、リズムや曲想など着目すべきポイントを始めに伝え、音楽的
な根拠をもって感じたことを表現できるように促していく。
○体を動かしたり、手拍子を打ったりして、楽しみながらリズム遊びができ
る時間を設ける。
③学びの方法
〇様々な楽器を触る経験をし、音楽を楽しめるようにする。
〇口を大きく開けてのびのびと歌えるよう声掛けをしていく。

第３学年

◎初めてのリコーダーの学習は運指
練習もじっくりと取り組むことができ、
鍵盤ハーモニカの学習においても、
児童も楽しみながらとりくむことがで
きた。しかし、指使いに課題がある児
童が見られた。
〇発声練習に取り組むことで息の使
い方や響きを意識して歌うことができ
ていた。伝統的な日本の曲にも親し
むことができていた。
〇個々のめあてを明確につかませる
ために、授業前に本時のめあてを正
しく示すことが必要であった。そうする
ことで、児童の達成感につながると考
えられる。

○リコーダーは、左手のみで出せる音の練習に取り組ん
だ。
○歌唱では、発声練習を毎時間取り入れ、頭声発声を意識
できるように指導している。発声練習ではほとんどの児童
ができているが、曲を歌うときにその発声が生かせていな
い児童もいる。
○階名・リズム読みについては、ゲーム的要素も取り入れ、
楽しみながら練習を重ねた。身ついてきた児童が多いが、
まだ自信のない児童もいる。常時活動として行っていく。

①自分自身の学ぶ姿勢
○達成度に合った練習曲を用意し、多くの曲に親しませる。
②学ぶ内容
○引き続き発声練習に取り組み、息の使い方や響きを意識させながら、自
然で無理のない発声を目指す。
③学びの方法
◎リコーダーの習熟については、スモールステップでめあてを設定し、一
人一人が自身のめあてを決めて進めていけるように、指導を工夫する。ま
た、苦手意識のある児童には授業の中で個別指導にあたる。
○個々のめあてを明確につかませ、個人練習できる習慣を身につけさせ
る。

第4学年

◎リコーダーの習熟については、運
指や息使いについてスモールステッ
プで進めていった。そこから個々のめ
あてに向かって取り組めるように個人
練習の時間をこまめにとりながら練
習を進め、技能を高めることができ
た。
〇歌唱については、姿勢や呼吸法に
気を付けながら響きを意識させること
で、のびのびとした声で表現できるよ
うになってきた。
〇鑑賞については、一回一回の聴く
めあてを明確にすることで、課題意識
をもちながらもくり返し楽しく聴くこと
ができた。

〇リコーダーは右手の運指を入れた7音の習熟に努めた。
息のコントロール・運指に気を付けてながら美しい音色をめ
ざして練習している。
〇歌唱についてはきれいで無理のない声でのびのびと歌う
ことができる。曲に合った声の出し方を考えながら歌える児
童が多くなってきたので、互いの声を聴き合って歌いハーモ
ニーを感じさせることに取り組んでいきたい。
○鑑賞では声の重なりや音のかけ合いを、色別カードを使
い並べてみることで視覚的にも感じ取りながら学習を進め
ることができた。
○音楽づくりでは、即興的に８拍のリズムを考え、それを友
達と合わせたり繋げたりする活動で、楽しみながら拍感を
感じさせることができた。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎リコーダーの習熟については今後、技能的な個人差も出てくるので、達
成度に合った曲を用意し、多くの曲に親しませる中で、個々のめあてを意
識させ、それを目指す個人練習の時間を取り入れる。
②学ぶ内容
○歌唱については、歌詞や曲にふさわしい表現を考えながら取り組めるよ
うにする。また３度や６度の響きを感じられるような常時活動を工夫し、
ハーモニー感を育てていく。
○鑑賞については、鑑賞曲を回数多く聴かせ親しませることが必要である
が、一回一回の聴く目的を明確にし、めあてをもって聴きながら学習課題
をつかませていく。
③学びの方法
◎どの活動においても、互いの音を合わせたり重ねたりする場面を多くも
ち、常に聴き合うことを意識させていく。

第5学年

◎リコーダーの習熟については、運
指や息使いについてスモールステッ
プで進めていった。そこから個々のめ
あてに向かって取り組めるように個人
練習の時間をこまめにとりながら練
習を進め、技能を高めることができ
た。
〇歌唱については、姿勢や発声の仕
方を意識させることで、響きのある声
で歌うことができるようになった。ま
た、歌詞の内容や旋律の特徴から曲
にふさわしい表現を工夫するように
なってきた。
〇鑑賞については、一回一回の聴く
めあてを明確にすることで、課題意識
をもちながらもくり返し楽しく聴くこと
ができた。

○リコーダーは低いドから高いミまでの10音の習熟に努め
た。息のコントロール・運指とも、ほとんどの児童が課題を
クリアできている。
○歌唱については、楽しみながらも、曲や歌詞に合った声
を考えふさわしい歌い方で歌っている児童が多い。クラス内
での二部合唱に初めて取り組み、互いの声を聴き合い、
ハーモニーを感じながら歌うことを積み重ねている。
○鑑賞ではオーケストラで使われる楽器のそれぞれの特徴
をまとめ、音色の聴き分けに生かすことができた。
○音楽づくりでは、手拍子を使ったリズムパターンをもと
に、自分なりの強弱の工夫を取り入れた創作ができた。
○器楽では、協働的な学び（グループ合奏）で曲の構成や
楽器の組み合わせを工夫し曲を仕上げる活動に取り組み、
それぞれのグループで工夫を生かした演奏ができた。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎リコーダーの習熟については、技能的な個人差があるので、個々のめ
あてを設定させ、それを目指す個人練習の時間を取り入れる。その際、達
成度に合った曲を用意し、各自のめあてに合った曲で練習を進められるよ
うにする。達成度に合った曲を用意し、できるだけ多くの曲に親しませる。
②学ぶ内容
○児童の実態に合った歌唱曲を選び、演奏の中で曲に合った発声や表現
の工夫について取り組めるようにしていく。
○鑑賞については、鑑賞曲を回数多く聴かせ親しませることが必要である
が、一回一回の聴く目的を明確にし、めあてをもって聴きながら学習課題
をつかませていく。
③学びの方法
◎どの活動においても、互いの音を合わせたり重ねたりする場面を多くも
ち、常に聴き合うことを意識させていく。

第6学年

◎リコーダーの習熟については、運
指や息使いについてスモールステッ
プで進めていった。そこから個々のめ
あてに向かって取り組めるように個人
練習の時間をこまめにとりながら練
習を進め、技能を高めることができ
た。
〇歌唱については、姿勢や発声の仕
方に気を付けながら歌い、歌詞の内
容や旋律の特徴から曲にふさわしい
表現を工夫しようとするようになって
きた。
〇鑑賞については、一回一回の聴く
めあてを明確にすることで、課題意識
をもちながらもくり返し楽しく聴くこと
ができた。
◎どの活動においても、互いの音を
聴きながら合わせる場面を多く取り入
れることで、教え合い、学び合いなが
ら楽曲や表現を作り上げていくことが
できるようになってきた。

○リコーダーは、ファ＃、シ♭の派生音や含む低いド～高
いミまでの習熟に努めている。息使いに気を付けた低いド・
レの安定した音出し、サミングや派生音の運指とも、ほとん
どの児童が自身の課題に向かって練習できる。
鍵盤ハーモニカは鼓笛演奏で主旋律を担当しているため、
普段からの練習の積み重ねにより演奏技能が高くなってい
る。自信をもって演奏できる児童が多い。

〇歌唱については、きれいな発声で歌うことができている。
近年、日常的に歌うということから離れていたので、歌う回
数を増やしながらハーモニーを感じられるように少しずつ積
み重ねていく。

○鑑賞では、ボディーパーカッションやリズムをつけて聴く
ことで、旋律の繰り返しや曲の構成に気づいて聴くことがで
きた。

〇器楽アンサンブルや音楽づくりでは、表現の工夫として、
楽器の組み合わせや曲の構成などについて自分たちの考
えを取り入れた演奏や活動ができた。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎リコーダーの習熟については、スモールステップでめあてを設定し、一
人一人が自身のめあてを決めて進めていけるようにする。また、苦手意識
のある児童には授業の中で個別指導にあたる。
②学ぶ内容
○歌唱については、児童の実態に合った歌唱曲を選び、演奏の中で曲に
合った発声や表現の工夫について取り組めるようにしていく。また、声の重
なりや響き合いを感じられるような常時活動をしながら、合唱の経験を増
やしていく。
○鑑賞については、鑑賞曲を回数多く聴かせ親しませることが必要である
が、一回一回の聴く目的を明確にし、めあてをもって聴きながら学習課題
をつかませていく。
③学びの方法
◎どの活動においても、互いの音を合わせたり重ねたりする場面を多くも
ち、常に聴き合うことを意識させていく。
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